
CSの運営充実に向けた次なる一手

コミュニティ・スクールの

「見える化」に取り組んでみませんか？

CSポートフォリオの紹介

CSポートフォリオとは、文部科学省が開
発した自校のコミュニティ・スクールの取組
状況等を自己診断し、より良いコミュニ
ティ・スクールにしていくためのツールです。

本校のコミュニティ・スクールの強みを確認・共有したい！

コミュニティ・スクール導入の成果を確認したい！

教職員への周知を図りたい！

関係者の連携・協働の意識を高めたい！

特色ある学校経営にコミュニティ・スクールを生かしたい！

このような声が上がったとき役立つツールです！

詳しい内容についてのお問い合わせは、下記担当に連絡ください。

お問い合わせ
岩手県教育委員会事務局 生涯学習文化財課
地域学校連携担当
電話：019－629－6173
E-mail:DB0005@pref.iwate.jp

市町村教育委員会・学校関係者の皆様

裏面もご覧ください。



地域とともにある学校の実現に向けたコミュニティ・スクールの「見える化」ポートフォリオ（標準版）

地域 回答者数 地域の特性・概要（自由入力） CS設置のねらい（自由入力）

学校名 学校運営協議会 名 教職員 名

児童・生徒数 名 児童・生徒 名 （任意調査）

円ｸﾞﾗﾌ凡例（外側から）：

今回 前回

※数値は今回結果

100 26

岩手県銀河市

銀河小学校 26 31

協議会の運営

対等性

89.4%

共有性

82.7%

実行性

90.0%

熟議度

92.3%

持続性

90.4%

自律性

86.2%

72.9%協議会の意義の理解

71.0%
生徒指導・生活指導における地域

住民・保護者との連携

53.8%生徒指導・生活指導の負担の減少

棒グラフの凡例

実線：今回の結果

点線：前回の結果

80.6%
授業における地域住民・保護者

との連携

78.1%授業力の向上

教職員 協議会の意義の理解

協議会運営における住民側の主体

性の高さ、協議会の情報開示・共有

の高さと、教職員の意義の理解の高

さに相関関係が確認されています

授業改善への寄与

生徒指導・生活指導の充実

教職員のCSへの意義の理解の高さと、

教職員の活動、成果実感に関する指標

の高さに相関関係が確認されています

地域との交流・信頼

75.8%地域住民・保護者との交流

85.5%保護者・地域住民への信頼の高まり

74.2%保護者対応の負担の減少

89.9

%

79.3

%

69.6

%

自己肯定感

やり抜く力

学習意欲

子どもへの効果

70.1%

58.7

%

地域への愛着の高まり

地域貢献意識の高まり

87.4%

87.0%

地域における大人との関わり

地域における異年齢の関わり

子どもが享受する機会の変化 資質・能力の向上 地域への愛着・貢献意識の向上

CS設置のねらいと関連付けな

がら、子ども調査（任意）の結

果を確認し、取組の振り返りに

お役立てください。

CSポートフォリオの概要

CSポートフォリオのコンセプトは健康診断です。まず、学校
運営協議会委員、教職員、児童生徒に対してアンケートを行
い（Web上で回答）、コミュニティ・スクールに係る様々な意
識や状態をチェックし、その計測結果をポートフォリオとして
数値で示します。
その結果を持って、学校運営協議会等で熟議・対話を行い、
成果や維持すべきポイントを効率的に見出すものです。
他の学校運営協議会と比較したり、学校運営協議会の優劣
を評価したりするものではありません。

更に詳しい情報を知りたい場合は下記のURL及び
QRコードから検索してください。

URL：https://manabi-mirai.mext.go.jp/torikumi/chiiki-gakko/cs.html

学校運営協議会の自律性・
熟議度・対等性・共有性・実
行性・持続性といった運営
状況が確認できます。

授業改善への寄与、地域と
の交流・信頼、子どもへの
効果、生徒指導・生活指導
の充実について確認するこ
とができます。経年でみることで、学校運

営協議会の成果や変容を
確認することができます。

アンケート入力後の計測結果


